
誉
＃

鋒昼

ノ

明
日
を
担
う
青
少
年
が
、
自
然
や
人
、
社
会
と
の
触
れ
合
こ
の
事
業
が
動
機
づ
け
と
な
り
、
参
加
し
た
若
者
の
多
く

い
を
通
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
を
培
っ
て
い
く
．
』
こ
ろ
豊
が
、
そ
の
後
も
独
自
に
派
遣
地
を
訪
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

か
な
人
づ
く
り
」
県
民
運
動
。
こ
の
一
環
と
し
て
大
き
な
成
し
て
の
交
流
を
深
め
て
い
る
と
い
う
。

果
を
上
げ
て
い
る
〃
ふ
る
さ
と
青
年
協
力
隊
″
は
、
都
市
「
今
ま
で
の
経
験
か
ら
、
青
年
た
ち
の
や
る
気
は
十
分
立

部
の
卜
八
歳
か
ら
頁
十
歳
ま
で
の
青
年
た
ち
が
農
山
村
地
域
証
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
我
々
が
決
め
た
プ
ロ
グ
ラ

を
訪
れ
、
そ
の
地
域
の
人
々
と
の
労
働
体
験
な
ど
を
通
し
て
ム
で
は
な
く
、
真
の
県
民
運
動
と
し
て
、
参
加
者
自
身
や
地

相
互
の
交
流
を
行
う
と
い
う
も
の
だ
。
元
の
人
た
ち
が
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
自
主
的

「
驚
き
ま
し
た
よ
。
青
年
た
ち
が
こ
れ
ほ
ど
熱
心
だ
と
は
」
に
実
施
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

こ
う
語
る
の
は
、
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
側
兵
庫
県
青
少
年
今
後
も
、
十
一
月
雫
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
城
崎
郡
竹
野

本
部
専
務
理
事
の
宮
野
さ
ん
。
町
へ
〈
十
月
十
日
ま
で
募
集
中
）
、
来
年
発
月
に
は
養
父
郡

「
〃
ふ
る
さ
と
青
年
協
力
隊
“
で
は
、
公
園
づ
く
り
や
河
川
関
宮
町
へ
、
三
月
に
は
朝
来
郡
山
東
町
へ
の
派
遣
が
計
画
さ

・
道
路
の
整
備
な
ど
の
共
同
作
業
、
派
遣
地
域
の
家
庭
で
の
ホ
れ
て
い
る
。
新
し
い
自
分
と
〃
も
う
》
っ
の
ふ
る
さ
と
〃
を

－
ム
ス
テ
イ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
と
共
に
汗
み
つ
け
る
た
め
に
、
元
気
な
若
者
集
ま
れ
ノ
．

を
流
し
、
地
域
文
化
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
青
年
た
ち
申
し
込
み
．
問
い
合
わ
せ
は
、
側
兵
庫
県
青
少
年
本
部

が
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
」
盆
○
七
八
’
三
五
一
‐
二
八
○
一
へ

■
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
県
民
運
動

都
会
っ
子
も
や
り
ま
す
７
．

ｌ
ふ
る
さ
と
青
年
協
力
隊

み
や
の
ま
さ
お

宮
野
政
夫
さ
ん
（
噸
兵
蹴
県
背
豊
水
部
専
務
理
難
）
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１１
２１

ｐ

／ 、
祭

テレビ主催／神戸市･ 読売新聞社･ 読売テＬ

KonE桑秋の芸術
１q勺BI 1 I h

し

第６回
神戸具象彫刻大賞展『

罫．

天画" 西盤港発 萄 八一パー ﾗ ﾝ ﾄ 高浜尭消磨溝尭

⑩④
⑮⑲
④

池田宗弘太田明甫奥野誠鬼塚良昭倉津実′黒川
晃彦才津空歩零駒無蔵滝川啄史竹屋修田中毅
土田隆生中岡慎太郎西巻一彦庚嶋照道藤原吉志
子二口金一松本光司峯田義郎三好良彦

３０
００３０
２０５０３

－
４

』

〒6 5 O 神戸市中央区加納町6 = ５－I T E L O 7 8 - 3 2 2 - 5 I 6 5
事務局/ 神戸市市民局市民文化課内

淡路ﾌ ｴ ﾘ ｰ ポ画卜
■本社〒6 5 4 神戸市須磨区外浜町４丁目丑神戸0 7 8 ( 7 3 3 ) ０００１㈹
●予約センター（お問合せ）〒6 5 4 神戸市須磨区外浜町４丁目
冠神戸0 7 8 （7 3 1 ）７４２１
●ハーバーランド営業所〒6 5 O 神戸市中央区海岸通６丁目３－５
壷神戸0 7 8 （3 6 0 ）３４５６－７
、g大磯港営業所〒656-23津名郡東浦町小磯査浦0799(74)3555ノ

１５４５４

２０ 5 5 5 ２０５０
１０２５ 6 １０３０
０５２０３５ 7 0 0 1 5 4 0
0 5 2 0 5 0 8 １０ 4 ０
２０ 5 ０９２５４０５５
３５５０１０２５５５

０５３５ 1 １１０ 4 ０５５
０５２０ 5 ０１２１０５５
０５２０１３１０２５５５
０５２０３５Ｔ 4 1 0 4 ０
０５3 0 4 5 1 5 1 0 2 5 4 0
1 5 3 0 4 5 1 6 ２０３５５０
２５４０５５１７２０３５５５
２５４５１８３０４５

００３５５０１９００ 3 ５
０５ 4 0 2 ０１０ 4 ０５５
１５ 4 ５２１ 1 ５５０

0 5 2 0 5 ５２２２０ 5 ５
２５ 2 ３１０３０

出
品
者

日時１０月3 1日附まで
10:00AM～17:OOPM(会期中無休）

場所六甲アイランド特設会場
(六甲ライナー｢アイランドセンター駅｣下車
南東へ徒歩すぐ）

☆神戸市民賞の投票
来場者に投票していただき、
上位３点を入賞とします。
入賞作品に投票された方の
中から抽選で1 5 0 名にオリ
ジナルテレホンカード進呈ｃ

( 癌】Ｏ印【エハーバーヮジド行き

のせ■制器翼鋸一再率Ｆ, - - - ＝= 琶殆

蓬
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鍵

蕊

；

入休会会
場１１へ館館場１２期
科／１１日月
５／１０神８１０
，４毎時戸日月ａは週｜市(日)1９
２６開月１７立４２日
館曜時博日出
一日物間Ｉ

WAS皿ION第3回洲 ､､側H」 神戸ファッションフェスティバル開催KＯ

ジャンニ・
ヴェルサーチ
衣裳文化展

､ 秋一楠戸から感性の1 ｋ花が散る〃
豊かな感性と伝統的な、都市の良さを守りつつ
つねに新しい文化を能み続けてきた、神戸。
そのエネルギーは市民を盛り上げ
又、新たに感性の火花を散らす－。

一一

麹蜜 営＝畠一芸蓋
一一一

画

■
空
屯
一

入 会開

櫛剛
０Ｍ戸時時)Ｉ
５Ｆ神１８１４１１

職：
卜
’Ｉ

〃ヨ、グ

マＩ群
ン１６

込勺

開
演
時
間
ｎ
月
Ⅳ
日
佃

〈
１
回
日
〉
必
時
〜
〈
２
回
目
〉
略
時
〜

〈
３
回
目
〉
旧
時
〜

会
場
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト

９
Ｆ
Ｋ
Ｆ
Ｍ
ホ
ー
ル
〃
Ⅲ
〃

入
場
料
５
，
０
０
０
円

Ｌ

神戸
クリエイション

新
し
い
才
能
の
発
捌
と

育
成
、
そ
し
て
新
た
な
〃
神

戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
〃
の
定

着
の
場
「
神
戸
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
」
・
今
年
は
イ
タ
リ

ア
を
テ
ー
マ
に
、
各
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン

ト
シ
ョ
ー
を
附
雌
。

イ
タ
リ
ア
の
鬼
才
、
ヴ

ェ
ル
サ
ー
チ
氏
。
今
川
、

そ
の
約
加
年
に
わ
た
る
彼

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
。
常

に
集
め
、
神
戸
市
砿
博
物

館
の
特
別
展
と
し
て
イ
タ

リ
ア
本
岡
以
外
で
の
初
公

開
を
実
現
し
ま
す

ﾔ

Ｉ

イ
タ
リ
ア
の
新
し
い
尺

才
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ガ
ラ
ン

テ
氏
。
同
然
界
か
ら
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て

創
作
す
る
と
い
う
、
ミ
ニ

マ
リ
ズ
ム
の
城
手
が
、
神

．
〃
で
新
た
な
感
動
を
呼
び

お
こ
し
ま
す
。

近藤徳明半田美智山本ちよ子群井和光
はまｌフ氏イでうと’も伊子木るは
期すトアのス知ス題猶と東又氏村ス、ス

難簿職: 蕊謹
うこ図とり水ＩヨのＵ〃修諭す由卜炎ク
, ノれりア、丸テンイしＭの家・美のすに

マウリツイオ
ガランテ
'92春夏
コレクション

亀
小
・

中
学
生

３
５
０
円

３
０
０
円
２
５
０
川

高
校
生

８
０
０
円

６
５
０
円
４
５
０
円

大
学
生

９
５
０
円
８
０
０
円
７
０
０
円

般
１
．
１
０
０
円
９
５
０
円
８
０
０
Ⅷ

当
日

別
一
元
り

団
体
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東
京
周
辺
の
諸
都
市
、
特
に
三
多
摩
地
域
の
各
都

市
で
図
書
館
を
新
し
く
つ
く
っ
て
、
そ
れ
を
起
爆
剤

と
す
る
住
民
運
動
が
起
っ
て
か
ら
も
う
十
年
も
二
十

年
も
経
過
し
た
。
そ
の
時
か
ら
図
書
類
は
購
入
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
中
で
所
蔵
し
て
楽
し
む
こ
と
か
ら
、

も
っ
と
広
く
図
書
が
話
題
を
も
っ
て
親
し
ま
れ
る
方

向
を
指
向
す
る
も
の
に
な
る
仕
掛
け
を
考
え
て
行
く

べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
気
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

一
戸
一
戸
の
家
の
中
に
あ
る
図
書
を
交
換
す
る
日

を
決
め
て
、
街
の
中
で
交
換
会
を
も
つ
の
も
よ
い
し
、

貸
本
屋
を
考
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

読
書
会
も
あ
ろ
う
し
、
子
供
に
小
説
な
ど
を
朗
読

し
て
聞
か
せ
る
会
も
あ
ろ
う
し
、
紙
芝
居
に
替
る
出

し
も
の
を
持
ち
出
す
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
に
か
く
家
の
中
で
受
験
勉
強
や
ら
宿
題
な
ど
に

し
ば
ら
れ
な
い
、
本
の
楽
し
い
ち
が
っ
た
世
界
を
、

ど
う
す
れ
ば
展
開
さ
せ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

図
書
と
そ
の
周
辺
を
取
り
巻
く
世
界
の
新
し
い
復

活
を
期
待
し
た
い
の
で
あ
る
。

、

りく21〉、街づく 嶋田勝次
神戸大学工学部教授

Ｐ

ノ

図
書
の
世
界
の
復
活
に

期
待
し
た
い
！

街

「
且

イメージスケッチ／古田義弘
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１

／

い
“
図
書
の
整
理
を

／
、
ど
う
す
る
？

づ
さ
需
岬
誌
鍋
猿
現
在
ど
の
よ
う
に
処
遇

家
熱
瓢
騨
鼎
節
騨
翻

た
し
、
百
科
辞
典
な
ど
は
応
接
間
に
飾
る
よ
う
に
置

か
れ
て
、
ひ
と
つ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
も
な
っ
て
い

た
の
に
、
こ
の
頃
は
ど
う
も
莫
大
な
図
書
類
の
氾
濫

に
ど
う
対
処
す
る
か
が
大
変
な
課
題
に
な
っ
て
来
て

い
る
。図

書
類
は
決
っ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
も
の
だ
け
で
終

る
も
の
で
は
な
い
し
、
ず
っ
と
増
加
す
る
も
の
な
の

で
、
そ
れ
に
ど
う
対
応
す
る
か
を
た
え
ず
考
え
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
冊
買
え
ば
一
冊
処
分
す
る
な

ど
、
毎
日
の
心
構
え
の
問
題
だ
と
思
え
ば
そ
れ
ま
で

だ
が
、
少
し
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
空
間
と
考
え
る
か
、

新
し
い
課
題
の
生
活
の
知
恵
の
開
発
と
思
う
か
、
で

も
あ
ろ
う
。

写
真
の
整
理
か
ら
ア
ル
バ
ム
の
処
置
な
ど
も
思
っ

て
来
る
と
、
課
題
は
散
在
し
て
い
る
。

今

０

！

家

祈里和ホーム・ヴァージニア・インポート外観、

雲
雲
些
需
挫
鏑
陣
皇
室

プ新星和不動産株式会社
神戸支店
〒6 5 1 神戸市中央区磯辺通２－２－１６

三宮南ピル２階
盃078(241)3001ＦＡＸＯ７８(241)１２０１

北神戸営業所
〒６５１－１１神戸市北区嘱子２－１７－２
画078(593)7072FAXO78(591)8985

ａ
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ＬＷ石/ M p
z “ｃＴＨＥＢＬＥＮＤ

I ⅨＸフ お
い
し
い
豆
を
、

お
い
し
く
ブ
レ
ン
ド
し
ま
し
た
。

ふ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
を

飲
ん
で
る
あ
な
た
に
、

飲
ん
で
ほ
し
Ⅶ

Ｚ４

ｊＩ

，

唾づくりからこだわった5 0 0 諏顛
ものプﾚ ﾝ ドから選ばれた2 つの
ブレンド６マイルドな味わいの
1 1 4 と深いコクと香りのI I 7 6 U C C
のコーヒー鑑定士が磨きあげた
この確かなおいしさをもあなたへ。

ひ

⑭

ＵＣＣ上皇伽誹株式会社

Z4１
陵一Jh毒豊
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アンリ・ランディエ｢ ムーラン･ ルージュ｣ 1 9 6 1 年

1 2月25日⑳まで開催
皿開館時間AM10 : 0 0～PM6 : 0０（12月はPM5 : 0 0まで）

１０/23,11／27は休館日
同観覧料一般3 0 0 円（前売り2 5 0 円）

高校生以下1 0 0円（前売り8 0円）

主催/神戸･北野Ｗhit･HouseSantiCa
側神戸市民文化振興財団

後援／フランス総領事館
協賛／◎兵庫銀行文化振興財団

i答答為 ＊．北諜

ＷｈｉｔｅＨ⑪R I s e
d ロー厩 ﾛ 齢画甲匝 F 『両■ｍｄｈｍｚＴ邑吠ｍｌｒａ０ *

、
mpE坐秋の芸術票

１午9 1 E 申

神戸・北野W h i t e H o u s e 開館３周年記念

アンリ･ ランデイエ/ 西村功二人展

わが心のモンマルトル
パリっ子のランデイエ氏と神戸っ子の
西村氏は、共にパリの風景を描く作家
として知られています。今回はモンマ
ルトルを共通の題材にした作品4 5 点を
ご覧いただきます。

西村功｢ ラパン. アジル｣ 1 9 9 1 年

Ｌお問い合わせ・神戸市中央区北野町2丁目9-6丑078-251-0581運営●sanhca財神戸市民文化振興財団 』
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念
、
神
戸
へ
移
っ
た
の
で
、
金

沢
は
１
９
３
０
年
以
来
の
作
品

展
で
す
」
と
感
慨
深
げ
で
あ
っ

た
。☆

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
雰
囲
気

あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
を
提
案

〃
博
覧
会
男
″
の
異
名
を
と

る
諸
岡
博
熊
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー

新谷英夫さん

桑原浩さん

１
１１３
１

己

☆
新
谷
英
夫
Ⅶ
年
の
彫
刻
展
を

故
郷
の
石
川
県
立
美
術
館
で

野
外
彫
刻
の
先
駆
的
な
活
動

を
神
戸
を
舞
台
に
、
く
り
ひ
ろ

げ
て
来
た
彫
刻
家
の
新
谷
英
夫

氏
が
、
昭
和
記
年
の
生
田
神
社

で
開
い
た
戦
後
初
の
野
外
彫
刻

展
を
き
っ
か
け
に
半
世
紀
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
は
和
体
に
及
ぶ
。

こ
の
秋
９
月
ｎ
日
１
ｍ
月
６

日
ま
で
、
ふ
る
さ
と
の
金
沢
に

あ
る
石
川
県
立
美
術
館
の
第
４

展
示
室
で
、
こ
の
、
年
の
彫
刻

歴
の
一
端
を
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

エ
ス
キ
ー
ス
、
パ
ネ
ル
な
ど
も

ま
じ
え
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
金
沢
に
生
れ
、
吉
田
三
郎

（
芸
術
院
会
員
）
に
師
事
し
、

朝
倉
彫
塑
塾
（
東
京
）
に
入
門
、

東
京
美
術
学
校
へ
行
き
、
父
が

亡
く
な
り
苦
学
を
し
、
一
時
断
蕊

ｏ１Ｗｂｅ
Ｐ

B f c a k

諸岡博熊さん

勺

☆
オ
ー
プ
ン
が
待
ち
ど
お
し
い

ア
ー
バ
ン
グ
ル
メ
ポ
ー
ト

「
今
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き

た
経
験
が
ど
れ
だ
け
活
か
せ
る

か
が
楽
し
み
で
す
ね
」
と
語
る

の
は
、
来
年
６
月
弱
日
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
に
オ
ー
プ
ン
す
る

〃
ア
ー
バ
ン
グ
ル
メ
ポ
ー
ト
・

多
目
的
ホ
ー
ル
〃
館
長
の
桑
原

浩
さ
ん
。

な
お
同
書
は
小
誌
で
も
扱
っ

て
い
ま
す
。

☆
若
い
世
代
の
新
し
い
感
覚
、

金
井
帝
真
貿
易
㈱
社
長

「
真
珠
業
界
も
世
代
交
代
の

中
で
、
二
代
目
の
時
代
に
入
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
業
績

に
負
け
な
い
よ
う
、
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
街
、
神
戸
に
一
番
似
合

う
真
珠
が
幅
広
く
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
よ
う
、
ガ
ン
バ
ッ
テ
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
語
る
の
は

帝
真
貿
易
株
式
会
社
、
代
表
取

締
役
社
長
に
こ
の
４
月
、
就
任

し
た
金
井
英
朗
氏
。

「
新
し
い
体
験
ば
か
り
で
、

白
髪
も
増
え
た
」
と
笑
い
な
が

ら
、
「
気
晴
ら
し
は
、
バ
ン
ド

同
施
設
は
、
神
戸
ベ
イ
シ
ェ

ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
に
隣
接
す
る
か

た
ち
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
同
時
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
。

「
大
阪
で
は
、
六
甲
ア
イ
ラ

ン
ド
の
認
識
は
ま
だ
ま
だ
低
い

ん
で
す
。
知
人
を
呼
ん
で
色
ん

な
と
こ
ろ
を
案
内
し
た
く
て
も

工
事
中
の
と
こ
ろ
ば
か
り
で
…

…
」
と
苦
笑
い
も
。

し
か
し
、
持
ち
前
の
人
柄
の

良
さ
と
友
人
の
数
の
多
さ
も
あ

っ
て
、
自
信
た
っ
ぷ
り
。

「
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
た
く
さ

ん
の
人
に
来
て
も
ら
え
そ
う
で

す
。
そ
れ
か
ら
ホ
ー
ル
を
遊
ぱ

し
て
し
ま
う
よ
う
な
無
駄
な
こ

と
は
し
ま
せ
ん
よ
」
と
笑
顔
を

浮
か
べ
た
。

博
物
館
長
が
、
こ
の
ほ
ど
最
新

作
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
」
を

上
梓
し
た
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
刊
、
一
八
○
○
円
）
。

諸
岡
氏
は
、
こ
れ
ま
で
に
、

大
阪
・
万
国
博
、
神
戸
。
ポ
ー

ト
ピ
ア
博
、
北
海
道
博
、
筑
波
。

科
学
万
博
な
ど
に
参
加
、
一
方

「
企
業
博
物
館
時
代
」
「
博
覧
会

学
事
始
」
な
ど
著
作
も
多
い
。

「
今
や
生
活
重
視
の
時
代
で
、

美
に
よ
る
精
神
的
満
足
が
前
提

と
な
っ
て
来
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
雰
囲
気
あ
ふ
れ
る
街
づ

く
り
に
は
、
何
よ
り
も
〃
消
費

の
場
″
が
必
要
。
こ
こ
で
は
情

報
を
消
費
し
生
産
す
る
楽
し
い

企
業
博
物
館
を
産
業
観
光
施
設

と
し
て
提
案
し
ま
す
」
と
〃
消

費
文
化
論
″
を
展
開
す
る
。

英朗さん

罰乱.．演
奏
」
と
目
が
輝
く
。
ア
メ
リ

カ
の
バ
ー
ク
レ
ー
大
学
卒
業
と

い
う
か
ら
、
腕
は
プ
ロ
級
。
（
実

際
に
プ
ロ
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
に

出
て
い
た
）

忙
し
い
中
、
関
西
、
日
本
ボ

リ
ビ
ア
協
会
の
理
事
と
し
て
も

活
躍
し
て
い
る
。

若
い
世
代
の
新
し
い
感
覚
。

歯
切
れ
良
い
語
り
口
が
印
象
的

な
国
際
派
、
妬
才
。

霧

金井
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ヤ

ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
の
妊
娠
期
間
は
六
六
一
日
と
長
い
（
キ

リ
ン
約
十
四
カ
月
、
カ
バ
約
八
カ
月
）
。
昨
年
の
十
一
月
メ

ス
親
〃
ワ
タ
〃
の
乳
が
膨
ら
み
は
じ
め
た
の
に
飼
育
係
が

気
づ
き
、
屋
外
に
は
出
さ
ず
に
部
屋
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と

栄
養
を
と
ら
せ
た
。
牧
草
、
野
菜
に
加
え
リ
ン
ゴ
を
与
え

る
な
ど
し
て
出
産
に
備
え
て
き
た
。
四
月
に
入
っ
て
か
ら

は
飼
育
員
六
名
の
う
ち
二
名
が
毎
夜
ゾ
ウ
舎
に
泊
り
こ
み

万
全
の
態
勢
を
と
っ
た
と
い
う
。

ゾ
ウ
は
立
っ
た
ま
ま
子
を
産
み
落
す
が
、
子
が
起
き
上

る
ま
で
に
三
○
分
。

「
亀
井
さ
ん
、
ゾ
ウ

に
は
や
は
り
、
メ
ス
こ

の
ヘ
ル
パ
ー
ゾ
ウ
が
麺

い
ま
す
よ
」
上を

半
年
も
前
頃
か
ら
。
鵠
。

も
う
一
頭
の
メ
ス
ゾ
”
永
嘩

ウ
が
、
今
回
子
を
産
鍔
》
》

ん
だ
メ
ス
〃
ワ
タ
〃
に
識
程
卸

ず
っ
と
寄
り
添
い
、
執
下
直

た
ｏノ 「

え
っ
／
ゾ
ウ
が
生
ま
れ
た
〃
」

去
る
五
月
二
十
九
日
、
姫
路
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
の

こ
と
で
あ
る
。
群
馬
サ
フ
ァ
リ
に
次
い
で
三
例
目
で
は
あ

る
が
、
西
日
本
で
は
初
め
て
の
快
挙
だ
。
体
長
約
一
メ
ー

ト
ル
、
体
高
八
○
セ
ン
チ
、
赤
ち
ゃ
ん
ゾ
ウ
は
オ
ス
だ
っ

笠

「
出
産
す
る
ま
で
は
横
に
な
っ
て
眠
っ
て
い
た
〃
ワ
タ
〃

が
子
を
産
ん
で
か
ら
は
、
ず
っ
と
立
っ
た
ま
ま
で
、
我
々

を
心
配
さ
せ
ま
し
た
が
も
う
大
丈
夫
の
よ
う
で
す
…
：
．
」

佐
藤
哲
也
動
物
管
理
課
長
の
話
。

「
あ
れ
、
あ
れ
、
な
ん
と
可
愛
い
い
こ
と
、
ま
あ
〆
格
子

の
間
か
ら
出
て
き
そ
う
よ
／
嶋
田
さ
ん
、
早
く
撮
っ
て
／

な
ん
と
え
ら
そ
う
に
子
ゾ
ウ
が
飼
育
の
人
に
突
っ
か
か
っ

て
る
わ
よ
…
…
」

こ
こ
で
も
童
心
に
帰
っ
て
は
し
ゃ
ぐ
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
お

は
よ
う
朝
日
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
田
村
さ
ん
。
Ｔ
Ｖ
カ
メ

ラ
を
か
つ
ぐ
嶋
田
さ
ん
は
三
十
年
以
上
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
朝
日
放

送
姫
路
駐
在
記
者
。

ｌ
そ
れ
じ
ゃ
、
亀
井
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
先
に
撮

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
実
は
小
学
生
か
ら
、
ゾ
ウ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
鼻
で
乳
を
飲

む
の
で
す
か
…
…
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
て
ね
…
…
」

「
は
い
、
そ
れ
は
ち
が
い
ま
す
。
ゾ
ウ
の
乳
は
胸
に
あ
っ

て
、
子
ゾ
ウ
は
鼻
を
上
に
の
け
て
口
で
直
接
吸
っ
て
飲
ん

で
い
ま
す
よ
．
．
…
・
」

「
そ
れ
に
子
ゾ
ウ
は
よ
く
動
い
て
、
悪
さ
を
し
て
い
る
な

と
思
っ
て
い
た
ら
、
コ
ロ
ン
と
横
に
な
っ
て
、
よ
く
寝
て

し
ま
う
ん
で
す
わ
…
…
」

な
ど
、
聞
き
入
っ
て
い
る
と
、
突
然
／

「
ワ
タ
／
」

大
声
の
係
員
が
母
親
ゾ
ウ
〃
ワ
タ
〃
に
駈
け
よ
り
何
や

ら
制
止
さ
せ
た
。
チ
ャ
リ
ン
、
見
れ
ば
納
っ
て
あ
っ
た
ク

何
か
と
か
ば
っ
て
い
た
と
い
う
。

「
実
は
、
そ
の
ヘ
ル
パ
ー
役
だ
っ
た
メ
ス
ゾ
ウ
を
出
産
前

に
事
情
が
あ
っ
て
他
の
動
物
園
に
転
出
さ
せ
た
ん
で
す
わ

。
・
・
：
。
」

１
１１５
１
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こども動物園相談コーナー

【
人
身
事
故
の
多
い
ゾ
ウ
の
飼
育
】

「
ゾ
ウ
、
ロ
バ
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
早
く
顔
を
覚
え
て
も

ら
え
／
一
人
前
の
飼
育
係
で
は
な
い
ゾ
ノ
」

四
○
年
前
新
米
飼
育
係
の
私
は
初
代
松
村
副
園
長
（
戦

前
の
動
物
園
で
ゾ
ウ
を
調
教
し
、
ヒ
ョ
ウ
や
ク
マ
の
猛
獣

シ
ョ
ウ
を
や
っ
た
）
に
よ
く
叱
吃
さ
れ
た
。

ゾ
ウ
は
頭
が
よ
く
て
、
体
重
四
ト
ン
、
怒
っ
た
ら
人
間

ぐ
ら
い
踏
み
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
。
そ
の
ゾ
ウ
を
健
康
に
安

全
に
飼
う
に
は
、
調
教
飼
育
が
絶
対
必
要
だ
。
口
を
開
け

さ
せ
、
歯
や
の
ど
を
見
、
足
を
上
げ
さ
せ
た
り
、
「
座
れ

〃
●
」
「
寝
る
／
」
体
の
す
み
ず
み
を
よ
く
見
て
や
る
。
命

令
に
は
絶
対
に
従
う
よ
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
お
く
こ
と

が
事
故
防
止
の
大
前
提
な
の
だ
。

「
よ
し
、
夜
も
一
緒
に
寝
て
や
れ
」

開
園
当
時
、
私
は
木
造
の
ゾ
ウ
舎
に
泊
り
込
み
、
朝
夕

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
た
。
比
較
的
お
と
な
し
い
イ
ン

ド
ゾ
ウ
で
も
、
暴
走
し
よ
う
と
し
た
ら
足
の
ク
サ
リ
が
く

い
こ
む
よ
う
細
い
ク
サ
リ
を
足
首
に
巻
い
た
。
痛
く
て
強

え
ま
し
た
」
と
佐
藤
さ
ん
。

画

や

サ
リ
を
ワ
タ
が
鼻
で

○郡
拾
っ
た
か
ら
だ
。
そ

岬
の
制
止
し
た
係
員
の

垂
敏
し
ょ
う
な
こ
と
。

錘
そ
し
て
す
ば
や
く
、

し少
応
援
に
駈
け
よ
っ
た

。が
全
員
が
、
手
に
手
に

夕か
し
っ
か
と
手
カ
ギ
を

Ｊ
鑑
握
っ
て
い
た
。

一
》
壷
「
こ
の
手
カ
ギ
は
別

に
畦
注
で
何
度
も
作
り
変

☆野性動物の特徴習性、観
察のしかた、飼育体験な
どをお答えします。

☆相談に来た方に､ ｢ 動物も
のしり百科」をさしあげ
ます。シリーズで集めて
下さい。
●日曜日と祝日のみ
●１０：００～１１：３０，１３：３０
～１５：００

ｅ動物科学資料館内

を
前
に
し
て
、
人
間
に
は
絶
対
反
抗
さ
せ
な
い
／
と
い

う
厳
し
い
飼
育
員
の
姿
に
ふ
と
感
動
を
覚
え
た
私
で
あ
っ

た
。ウ

ー
ン
な
る
ほ
ど
、
こ
の
可
愛
い
子
ゾ
ウ
は
貴
花
田
に

ち
な
み
、
〃
貴
（
タ
カ
）
〃
と
名
づ
け
ら
れ
遅
ま
し
く
育
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
は
近
々
、
も
う
一
頭
の
メ
ス
の
出
産
が

待
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

６
１
１
１
１

く
引
か
な
い
か
ら
だ
。
耳
、
鼻
づ
ら
、
足
に
も
手
カ
ギ
を

刺
し
、
眼
に
平
手
打
ち
し
て
は
命
令
に
服
従
さ
せ
た
。

調
教
用
の
手
カ
ギ
は
大
き
く
、
日
曜
日
ご
と
の
演
芸
シ

ョ
ウ
に
は
ト
ゲ
の
指
輪
を
し
の
ば
せ
、
小
さ
な
手
カ
ギ
で

ゾ
ウ
た
ち
を
う
ま
く
あ
や
つ
っ
た
。
ラ
ッ
パ
吹
き
や
ダ
ル

乗
り
に
成
功
し
た
ら
素
早
く
、
ミ
カ
ン
や
リ
ン
ゴ
を
口
に

．
、
日
曜
日
ご
と
の
演
芸
シ

ば
せ
、
小
さ
な
手
カ
ギ
で

た
。
ラ
ッ
パ
吹
き
や
タ
ル

ミ
カ
ン
や
リ
ン
ゴ
を
口
に

食
く
さ
せ
ゾ
ウ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
休
ま

・
ず
毎
日
続
け
た
。

唾
か
つ
て
は
荒
い
ア

ウゾ
。
フ
リ
カ
ゾ
ウ
を
飼
育

力
る”和

す
る
こ
と
は
タ
ブ
ー

〆
副
と
さ
れ
て
い
た
。
そ

診
佳
の
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
を

亦
唾
二
頭
で
は
な
く
八
頭

斗
詫
と
い
う
群
で
飼
育
し

峰
岬
蛙
蕊
娃
咋
溶
蝶
誰
譲

る
。
そ
れ
に
し
て
も

荒
い
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ蕊』

ペリカン
押緬譜ぺじ鐸勧

::識

動物ものしり百科
ひ

磯
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と
も
で
誉
）
よ
う
。

そ
の
一
方
で
、
神

戸
市
に
は
、
独
自
の

強
み
や
歴
史
的
。
地

理
的
背
景
に
立
脚
し

た
自
律
的
な
主
張
を

噸騨

に
向
け
て
、
総
額
で
鋤
兆
円
と
も
い
わ

れ
る
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
じ
て
い

る
。
こ
の
数
字
は
関
西
の
大
き
な
ポ
ン

シ
ャ
ル
を
感
じ
さ
せ
る
に
十
分
で
は
あ

る
が
明
確
な
全
体
構
想
と
そ
の
推
進

↓鷺

KPmjE｣Ｃ を担う、私たちの願いを込功ています。電話（0 7 8 ）3 0 3 - 0 0 7 5 ＦＡＸ（0 7 8 ）3 0 3 - 0 1 7 5

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ

Ｌ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

の
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ⅵ
が

９
月
訂
日
、
ポ

ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た

基
調
講
演
は

大
前
研
一
氏
に

よ
る
も
の
で
、

「
関
西
が
真
の

経
済
》
晴
在
力
を

発
揮
す
る
た
め

に
」
と
題
し
て

行
な
わ
れ
ま
し

た
。関

西
は
現
在

ア
ジ
ア
の
ハ
ブ

を
目
指
し
、
ポ

ー
ダ
ー
レ
ス
な

経
済
活
動
の
一

大
拠
点
と
し
て

の
地
位
の
確
立

的ものばな母
な世努、け体
経界力これが

ａ

鐸
》
鱗
輪
識
丸 明

快
に
打
ち
出
し
、
世
界
都
市
の
中
に

於
て
確
固
た
る
存
在
感
を
訴
求
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ア
ー
バ
ン
リ

ゾ
ー
ト
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
な
ど

の
よ
う
な
暖
昧
か
つ
中
途
半
端
な
将
来

像
で
は
発
展
に
お
ぼ
つ
か
な
い
。
ま
た
、

二
次
産
業
三
次
産
業
の
混
在
、
住
と
産

業
の
同
居
、
幕
の
内
弁
当
的
リ
ゾ
ー
ト

な
ど
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
課
題
も
多

い
・
神
戸
市
は
今
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
経

済
・
社
会
へ
の
対
応
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
り
つ
つ
、
い
か
に
自
ら
を
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
フ
ア
イ
す
る
か
、
と
い
う
大

き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
直
面
し
て
い
る
。

大
前
氏
の
講
演
の
後
、
次
の
３
つ
の

分
科
会
、
２
つ
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
か
れ
ま
し
た
。
第
１
分
科
会
「
神

戸
の
顔
は
、
ど
こ
に
あ
る
？
」
第
２

分
科
会
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
第
３
分
科
会
「
世
界
の

文
化
都
市
神
戸
を
め
ざ
し
て
」

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
地
球
環
境
委
員

会
「
神
戸
Ｊ
Ｃ
発
、
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
コ

ロ
ジ
ー
へ
の
提
案
」
国
際
渉
外
委
員
会

「
東
中
欧
に
お
け
る
日
本
企
業
の
役
割
」
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ご'k、フライドチキンの店で、
ひきとってく収ませんがね
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